
 

 

 

 

 
特定⾮営利活動法⼈ 半⽥市観光協会 

令和８年度 事業計画書 

[令和 8 年 4 ⽉ 1 ⽇〜令和 9 年 3 ⽉ 31 ⽇] 
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１．  活動⽅針 

第 3 次半⽥市産業・観光振興計画に基づき、半⽥ならではの歴史・⽂化・産業資源を活かした観光振興を推進
し、交流⼈⼝の拡⼤、観光消費の向上、市⺠の誇りの醸成を図る。 
半⽥市観光協会は、地域資源の発掘・保存・活⽤を基盤に、地域の事業者・団体・⾏政をつなぐハブとしての
役割を担い、観光を通じた持続的な地域活性化を推進する。 
令和 8 年度は、地域資源のストーリー化による観光価値の向上を軸に、観光拠点の機能強化と地域内での経済
循環の創出に重点的に取り組む。あわせて、観光を起点に地域資源の⽂化的・経済的価値を⾼め、持続的な価
値創出へと発展させる。 
 

２．  令和８年度重点活動 

（１）観光を起点とした地域価値の向上と共創の推進 
観光拠点を核に地域を横断的に捉え、地域資源のストーリー化を進めることで誘客の拡張を図る。あわせて、
地域内外の多様な主体との共創を推進し、回遊性や滞在価値を⾼めることで、⽂化・経済の両⾯から地域価値
の向上と地域全体への波及効果の最⼤化を図る。 

（２）半⽥⾚レンガ建物の機能強化と収益基盤の確⽴ 
施設価値（展⽰・体験・空間）の向上を図るとともに、ショップ・カフェ・企画・イベント等を通じて地域と
の共創を推進する。あわせて、来訪者の回遊促進により地域への波及効果を⾼め、持続的な運営に向けた収益
基盤の確⽴を進める。 

（３）発酵ガストロノミーを軸とした観光コンテンツの展開 
知多半島の醸造⽂化を核に、⾷や⽂化資源と組み合わせた体験型コンテンツを創出する。地域の飲⾷店や⾷品
事業者等を巻き込みながら、⾷の提供機会の創出とサービスの⾼度化を図り、地域⼀体となった観光コンテン
ツへと展開する。あわせて、ツアーやイベントの実施により観光消費の拡⼤を図るとともに、広域連携による
誘客の強化を推進する。 
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３．運営組織図 
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事務局長 榊原宏 

事務局 
（５名） 

職 員  原 智久 
職 員  森岡美名 
職 員  稲垣大輔 
非常勤職員 2 名 

半田赤レンガ建物指定管理事業 
（２７名） 

館長      市川大輔 
統括管理責任者 平野陽子 
統括管理副責任者 竹内美希 

職 員     立松知子 
職 員     松田彩実 
職 員     宮崎雅斗 
職 員     高須雅恵 
非常勤職員   20 名 

顧問   久世孝宏 
相談役  榊原康弘 
 
 
 
 
 
 

理事   小栗宏次 
同   間瀬友雄 
同   小柳 厚 

 同   榊原 宏 
監事   筒井保司            

同   山本卓美 
 

理事長  城平直人 
副理事長 水野貴之 
同   榊原敏雄 
同   野々村照義 

理事   山本勝子 
同   近藤博之 

 
 

事務局 

半田運河まちづくり事業部 
（４名） 

職 員  鈴木晶子 
非常勤職員 3 名 

管理部 
（２名） 

職 員  辻直美 
職 員  鈴木優華 

アイプラザ半田指定管理事業 
（７名） 

統括管理責任者  田中逸雄 
統括管理副責任者 中野佐知子 
事務局職員    深谷育代 
非常勤職員    4 名 
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４．  事業実施計画 

本方針を実現するため、以下の事業を実施する。 

４−１ 観光ネットワークづくり 

市内外の観光施設、地域団体、⾏政、商⼯団体等とのネットワークを運営・参画し、観光情報の共有や
事業連携を推進するとともに、広域的な取組の基盤強化を図る。  
【運営ネットワーク】 
・半⽥市内観光施設ネットワーク  ・蔵のまちネットワーク 
・半⽥運河観光ネットワーク等の運営  ・発酵ツーリズム東海実⾏委員会等の広域連携の推進 
【参画・連携ネットワーク】 
・⼀般社団法⼈ ⾚煉⽡倶楽部半⽥との連携 ・ごんのふるさとネットワークとの連携 
・⻲崎まちおこしの会との連携  ・知多半島観光圏協議会への参画 
・半⽥市中⼼市街地活性化協議会への参画 ・愛知「発酵⾷⽂化」振興協議会への参画 
 

４−２ 情報発信事業  

デジタル（HP・SNS）・対⾯営業・外部メディアを組み合わせ、認知拡⼤から来訪検討まで⼀体的な情
報発信を実施する。媒体ごとの役割分担を明確化し、広域連携やインバウンドも視野に⼊れたプロモー
ション基盤の強化を図る。 
【主な実施内容】 
・ホームページ、SNS 等を活⽤した情報発信 
・観光パンフレット等の制作・配布 
・交通事業者・メディアとの連携によるプロモーション 
・多⾔語対応による情報発信 
【半⽥市観光施策の受託事業】 
・いいかも半⽥キャンペーン推進業務（名古屋鉄道タイアップ） 
・秋季観光周遊促進業務委託 
・多⾔語パンフレット制作業務委託 
 

４−３ 観光コンテンツ創出事業 

地域資源（醸造⽂化、⾷、⽂化財等）を活かした観光コンテンツを創出し、半⽥ならではの体験価値の
向上と交流⼈⼝の拡⼤を図る。 
【主な実施内容】 
・市内の複数エリアをつなぎ、⾯的な観光価値の創出を図る 
・半⽥運河を活⽤した季節イベントの実施 
・醸造・発酵⾷⽂化を軸とした体験型コンテンツの展開 
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・地域⽂化・歴史資源を活かした企画の実施 
・新美南吉記念館周辺エリアと連動した物語性のある観光コンテンツの創出 
・⻲崎エリアと連動した歴史・醸造⽂化を活かした観光コンテンツの創出 
・ツアー・講座等の企画運営 
【半⽥市観光施策の受託事業】 
・半⽥運河活性化推進業務 
・ごんの秋まつり企画運営業務 
・醸造・発酵⾷振興の推進業務 
 

４−４ 観光消費拡⼤・地域共創事業 

観光客と地域事業者の連携を強化し、地域内での観光消費の拡⼤と経済循環の創出を図る。 
【主な実施内容】 
・観光⼟産品の開発および販売 
・ツアー造成・販売の推進 
・飲⾷・物販・体験を組み合わせた消費機会の創出 
・地域事業者との連携による商品・サービス開発 
・レンタサイクル等のサービス提供 
【半⽥市観光施策の受託事業】 
・醸造・発酵⾷振興の推進業務 
 

４−５ 観光拠点機能の強化 

半⽥⾚レンガ建物および半⽥運河エリア等の観光拠点において、施設価値の向上と地域との連携を強化
し、来訪者の回遊促進と地域への波及効果の最⼤化を図る。 
【主な実施内容】 
・施設運営、展⽰、企画展、イベント等の実施 
・カフェ、ショップ等の運営 
・観光情報発信機能の強化 
・エリア内のプレイヤーとの連携・コーディネート 
・実証実験、勉強会等の実施 
【指定管理業務】 
・半⽥⾚レンガ建物指定管理業務 
・アイプラザ半⽥指定管理業務 
【半⽥市産業施策の受託事業】 
・半⽥運河エリア活性化拠点運営業務 
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５．  活動予算書 

 

（単位：円）

科　　　　目
令和7年度予算

①

令和8年度予算

②

増減

②−①

Ⅰ  経常収益

   1. 受取会費

      受取会費 2,300,000 2,300,000 0

   2. 受取寄付

      受取寄付 0 0 0

   3. 受取助成金等

      半田市補助金 10,000,000 10,000,000 0

      半田商工会議所助成金 2,000,000 2,000,000 0

　　　 その他助成金

   4. 事業収益

      一般事業 6,000,000 6,000,000 0

      半田市観光委託事業 30,000,000 36,158,248 6,158,248

      半田運河まちづくり事業 9,700,000 8,079,192 △ 1,620,808

      アイプラザ半田指定管理業務 60,162,850 60,942,464 779,614

      半田赤レンガ建物指定管理業務 188,550,000 185,789,000 △ 2,761,000

      商品販売収益 2,000,000 2,000,000 0

      サービス収益 4,000,000 4,000,000 0

      半田運河まちづくり収益 8,000,000 9,000,000 1,000,000

   5. その他収益

      受取利息 1,000 1,000 0

      雑収益 1,000 1,000 0

    経常収益計 322,714,850 326,270,904 3,556,054

Ⅱ  経常費用

   1. 事業費

    (1) 人件費

        人件費計 107,000,000 97,000,000 △ 10,000,000

    (2) その他経費

        その他経費計 199,000,000 208,000,000 9,000,000

      事業費計 306,000,000 305,000,000 △ 1,000,000

   2. 管理費

    (1) 人件費

        人件費計 10,000,000 9,000,000 △ 1,000,000

    (2) その他経費

        その他経費計 5,000,000 5,000,000 0

      管理費計 15,000,000 14,000,000 △ 1,000,000

    経常費用計 321,000,000 319,000,000 △ 2,000,000

      当期経常増減額 1,714,850 7,270,904 5,556,054

来季は会計上黒字となっておりますが、借入金返済（511.2万円/年）により資金余力は限定的です。

引き続き、収益基盤の強化と安定的な財務運営に努めてまいります。


